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プトとはすべて 違って見え とは言え、私は来日前に日本と日本文化について十分に予習しておいたので、心の準備は万端だった。至るところにセブンイレブンやマクドナルドがあ ことは知っていた。スターバックスもカイロで経験済みである。従って、最低限の日常生活で困ることもなく、すぐに日本にとけ込める 思っ いた。しかしながら 実際の日本での生活は驚きの連続であった。それはまるで別の惑星来たような気分だった。
　まず驚いたのは食べ物である。日本人は
健全な食生活を送っているようで、メタボな人もエジプトよりもず と少ない。それはすばらしいことであるが、ピザに載せる奇妙なトッピングは理解に苦 む。なぜコーン、サーモ 、ナスなどをピザにトッピングする必要があるのだろうか。また、
生魚をご馳走とするのもよく分からない。調理もしていない魚がなぜご馳走になるのだろうか。
　次に驚いたのは言葉である。日本人の母
国語が日本語であることは知っていたが、多くの日本人が英語 話さ ことは驚きであった。英語は世界共通語ではなかったのか。また、商店や駅に英語の表示や案内が少ないこともショックであった。一方で、日本のテレビや音楽を見聞きしていると、日本はアメリカ化し、伝統的な日本文化を失ってしまったように感じた。しかしながら地方では伝統文化が色濃く残っているようで、田植えを見学に行ったときは の伝統文化を垣間見ることが き 。も ともテクノロジーの国らしく、田植え自体機械を駆使して行われていたが。
　日本の習慣でカイロの我が家にも取り入
れたいと思ったのは、家の中で靴を脱ぐことである。日本ではどの家を訪問 ても玄関で靴を脱ぐように言われる。最初 慣れないためちょっと戸惑ったが、これはとてもいい考えである。カーペットも汚れず、室内を清潔に保つことができる。 っともスポーツジムでさえ、屋内用に別途スニーカーを持参し ければいけないことに 驚いた。
　日本での生活は、私にとって驚きの連続
で、異文化を体験するとても貴重な機会であった。短い期間ではあったが、日本と日本文化について多くのことを学んだ。しかし、日本での生活を通じて実感し 最大のことは、表面的な形こそ違え、人間はみんな同じ問題や困難に直面しているということである。その点においてエジプト人も日本人も違いはない。人種や文化の違 は本質的なことではなく 人はみ 同じであるとの思いを強くした五カ月間 もあった。
（前海外客員研究員／訳＝土屋一樹）
田植えを見学する筆者
